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5
月
13
日
（
水
）、
福
岡
市
市

民
福
祉
プ
ラ
ザ
に
て
、
27
年
度
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

中
央
区
長
の
池
見
雅
彦
氏
、
中
央

区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
の
木

立
晴
久
氏
を
は
じ
め
、
多
く
の
来

賓
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、佐
藤
会
長
よ
り「
地

域
社
会
か
ら
も
っ
と
求
め
ら
れ
る

ク
ラ
ブ
へ
活
動
内
容
の
充
実
化
、

会
員
増
強
へ
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
力
強
い
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
議
事
が
行
わ
れ
、
議

長
に
草
ヶ
江
校
区
の
中
村
厚
資
氏

が
選
出
さ
れ
、
26
年
度
事
業
報
告

お
よ
び
収
支
決
算
報
告
、
監
査
報

告
と
27
年
度
の
事
業
計
画
案
、
収

支
予
算
案
等
が
審
議
さ
れ
原
案
通

り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
よ
り
地
域
社
会
と
の

連
携
を
強
め
、
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
ク
ラ

ブ
活
動
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
性

化
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

活
動
内
容

充
実

さ
ら
に

地
域
に
頼
ら
れ
る
存
在
へ

総
会
で
は
、
多
年
に
わ
た
り

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

発
展
、
育
成
に
従
事
さ
れ
、
貢

献
い
た
だ
い
た
方
々
等
へ
感
謝

状
や
白
寿
を
迎
え
ら
れ
た
会
員

へ
祝
い
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表彰者一覧
表 彰 名 氏 名 校区・地区

退任役員表彰
山之内　喜春 大　名
井上　さち子 春　吉
大坪　明　　 高　宮

単位クラブ
功労者表彰

側島　和平司 平　尾
橋本　昭男　 小　笹

白寿を迎える
会員

中村　保子　 草ヶ江
原田　つね子 草ヶ江
梅月　礼子　 当　仁表彰を受ける山之内喜春氏

感
謝
状
・
祝
い
状
贈
呈

平成27年度  中央区老人クラブ連合会  総 会

佐藤光会長
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❶
会
の
運
営
な
ら
び
に
関

係
団
体
と
の
連
携

1
会
の
運
営

　

総
会
、
運
営
委
員
会
、

専
門
部
会
及
び
活
性

化
対
策
推
進
委
員
会

の
継
続
実
施

2
関
係
団
体
と
の
連
携

　

市
老
連
、
各
区
老
連
・

中
央
区
社
会
福
祉
協

議
会
及
び
自
治
会
等

関
係
団
体
と
の
連
携

❷
健
康
づ
く
り
活
動
の

推
進

1
高
齢
者
健
康
ス
ポ
ー
ツ

大
会（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
、
啓
発

2
健
康
料
理
教
室
等
、
介

護
予
防
関
係
事
業
へ

の
積
極
的
参
加

❸
友
愛
訪
問
活
動
・
社
会

奉
仕
活
動
等
の
推
進                   

1
友
愛
訪
問
事
業
の
充
実

（
訪
問
回
数
の
増
）

2
「
社
会
奉
仕
の
日
」
の

参
加
者
数
の
拡
大

3
地
域
に
お
け
る
清
掃
活

動
等
の
社
会
奉
仕
活

動
の
参
加 

、
推
進 

4
地
域
課
題
に
対
応
し
た

地
域
支
え
合
い
事
業

の
推
進
（
地
域
や
子
ど

も
見
守
り
、
防
犯
、
消

費
者
被
害
防
止
、
災
害

等
緊
急
時
の
対
応
）

5
認
知
症
、孤
独
死
防
止
、

高
齢
者
虐
待
防
止
等

の
学
習
・
実
践
と
地
域

関
係
者
と
の
連
携

6
高
齢
消
費
者
被
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
見
守

り
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業

の
推
進

❹
各
種
研
修
活
動
の
推
進

1
新
任
単
位
ク
ラ
ブ
会

長
及
び
新
任
校
区
女

性
部
長
等
研
修
会
の

実
施

2
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の

実
施

3
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

の
実
施

4
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
研
修

会
、
活
性
化
対
策
推
進

委
員
会
の
継
続
、
実
施

5
友
愛
訪
問
説
明
会
の

実
施

6
各
種
講
演
会
へ
の
参

加
、
実
施

7
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
へ
の
協

力
、
参
加

❺
組
織
の
活
性
化
及
び
会

員
の
加
入
促
進

1
単
位
ク
ラ
ブ
の
新
規

設
立

2
会
員
増
強
運
動
の
展
開

（
新
会
員
入
会
促
進
）

3
単
位
ク
ラ
ブ
や
女
性
会

員
に
よ
る
「
入
会
声
か

け
運
動
」
の
強
化
、
継

続
取
り
組
み

4
広
報
紙
発
行
等
に
よ
る

情
報
の
伝
達
、
普
及
・

内
容
の
充
実
（
年
２
回

発
行
予
定
）

5
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化

及
び
サ
ー
ク
ル
活
動

の
普
及
、
新
サ
ー
ク
ル

の
開
拓

6「
老
人
ク
ラ
ブ
活
性
化
」

の
た
め
の
継
続
的
な

取
り
組
み
、
周
知
、
実

践
7
女
性
部
会
な
ど
専
門
部

会
の
充
実
、
活
性
化
対

策
委
員
会
の
継
続
的

実
施

8
自
治
協
議
会
等
の
協
力

の
も
と
に
、
単
位
ク
ラ

ブ
の
新
設
、
解
散
ク
ラ

ブ
の
防
止
な
ど
支
援

体
制
の
強
化

9
若
手
委
員
会
の
女
性

リ
ー
ダ
ー
へ
の
参
画
、

若
手
役
員
登
用
の
促
進

10
非
会
員
へ
の
呼
び
か
け

（
活
動
へ
の
参
加
呼
び

か
け
・
体
験
参
加
、
協

力
依
頼
等
継
続
取
り

組
み
）

11
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
ポ
ス

タ
ー
掲
示
、
ち
ら
し
配

布
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

12
市
政
だ
よ
り
の
有
効
活

用
（
事
業
活
動
の
宣

伝
、
告
知
）

❻
各
種
大
会
・
研
修
会
等

の
開
催
及
び
参
加

1
高
齢
者
囲
碁
・
将
棋
大

会
の
開
催

2
高
齢
者
演
芸
大
会
の

開
催

3
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

4
高
齢
者
健
康
ス
ポ
ー
ツ

大
会（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

の
開
催
・
参
加
者
拡
大

5
市
老
連
主
催
事
業
へ
の

参
加

6
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
・
研
修
会
等
へ
の

参
加

❼
そ
の
他

1
老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険

の
加
入
促
進

2
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
章
の

普
及

3
月
刊
誌
「
全
老
連
」
の

講
読
促
進

4
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
活
用

役 職 名 氏　名 校区・地区等
会 長 佐藤　光　　 南当仁

副 会 長
木内　潤子　 簀　子

柴田　宏　　 警　固

会 計 佐々木　一二郎 小　笹

監 事
石松　秋義 福　浜

金山　富佐重 平　尾

運営委員

熊本　祐助 大　名

田中　かず子 舞　鶴

松井　正博 春　吉

松谷　紀久男 赤　坂

中村　厚資 草ヶ江

二川　昭一 当　仁

金山　富佐重 平　尾

堀内　貞夫 高　宮

藤田　義一 笹　丘

女性部長 船越　智恵子 当　仁

女性副部長 郡嶋　郁子 春　吉

平成 27年度　役員・運営委員

平
成
27
年
度
　
主
な
事
業
実
施
計
画
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平成27年度　月別事業予定表

実施日 事　業　名 場　　所 対　　象

4

1 水 市　活動推進員辞令交付式 市民福祉プラザ（402） 会長・副会長

7 火 会計監査 中央区役所 役員

9 木
市　総務部会
　　高齢者農園運営委員会

市民福祉プラザ（402） 部会員

15 水 市　理事会 市民福祉プラザ（502） 理事・監事

23 木 ４月期運営委員会 中央区役所 運営委員

24 金 市　理事協議会 市民福祉プラザ（501） 関係者

5

1 金 加入促進・広報部会 中央区役所 部会員

13 水 総会 市民福祉プラザ（ホール）関係者

19 火 全老連女性代表者会議 東京都 女性代表者

21 木
市　総会 福岡市民会館 役員・会員

市　総務部会・理事会 福岡市民会館 理事・監事

26 火 市　広報部会 市民福祉プラザ（402） 部会員

27 水 ５月期運営委員会 中央区役所 運営委員

29 金 新任単位クラブ会長等研修会 市民福祉プラザ（401） 関係者

6

2 火 市　教養文化部会 市民福祉プラザ（402） 部会員

3 水 市　総務部会 市民福祉プラザ（402） 部会員

11 木 市　健康部会 市民福祉プラザ（402） 部会員

17 水 市　理事会 市民福祉プラザ（502） 理事・監事

19 金 市　女性部会 市民福祉プラザ（402） 部会員

23 火 市　体育部会 市民福祉プラザ（402） 部会員

24 水 ６月期運営委員会 中央区役所 運営委員

25 木 市　伝承社会奉仕部会 市民福祉プラザ（402） 部会員

26 金 体育・健康部会 中央区役所 部会員

7

2 木
教養文化部会

（囲碁・将棋大会準備等）
市民福祉プラザ（502・503）部会員

3 金 高齢者囲碁・将棋大会 市民福祉プラザ（502・503）関係者

7 火
女性部長会議（午前中） 未定 校区女性部長
市　高齢者保健福祉大会
　　運営委員会

市民福祉プラザ（402） 関係者

9
・
10

木
・
金

九州ブロック
老人クラブリーダー研修会

宮崎県 市　理事・監事

16 木 高齢者演芸大会リハーサル 中央市民センター 関係者

17 金
高齢者演芸大会 中央市民センター 関係者

女性部活性化委員会 中央市民センター 校区女性部長

22 水
伝承社会奉仕部会（午前中）中央区役所 部会員

７月期運営委員会 中央区役所 運営委員

28 火 市　高齢者囲碁・将棋大会 市民福祉プラザ（601・602）関係者

30 木 リーダー研修会 市民福祉プラザ（ホール）会員

8

6 木 市　総務部会 市民福祉プラザ（402） 部会員

17 月 市　理事会 市民福祉プラザ（501） 理事・監事

25 火
市　高齢消費者
　　被害防止キャンペーン研修会

市民福祉プラザ（601） 関係者

26 水 ８月期運営委員会 中央区役所 運営委員

9

1 火 広報部会 中央区役所 部会員

3 木 市　高齢者保健福祉大会 福岡市民会館 市民

7 月 市　教養文化部会 市民福祉プラザ（402） 部会員

8 火 市　健康づくりリーダー研修会 市民福祉プラザ（501） 会員

11 金 女性リーダー研修会 未定 女性会員

実施日 事　業　名 場　　所 対　　象

9

17 木 市　広報部会 市民福祉プラザ（402） 部会員

18 金
９月期運営委員会 あいれふ 運営委員

健康料理教室 あいれふ 運営委員、校区女性部長

20 日 全国一斉「社会奉仕の日」 各校区 会員
28

〜

10/4

月

～

日

市　高齢者美術展
　　（10 月 4 日表彰式）

福岡市美術館 市民

10

1 木
高齢者グラウンド・ゴルフ大会

（2 日予備日）
平和台陸上競技場 関係者

6 火
市　高齢者ゲートボール大会

（7日予備日）
山王公園 関係者

17

～

20

土

～

火
ねんりんピック山口 2015 山口県 関係者

21 水 10 月期運営委員会 中央区役所 運営委員
28
・
29

水
・
木

市　全国老人クラブ大会 静岡県 市総務部会部員

11

2 月
高齢者健康スポーツ大会

（ウォーキング）
未定 会員・非会員

5 木
市　高齢者グラウンド・ゴルフ大会

（6日予備日）
舞鶴公園 区代表者等

9
・
10

月
・
火

単位クラブ会長研修会 未定
役員
単位クラブ会長

12 木 市　総務部会 市民福祉プラザ（402） 部会員

18 水 市　理事会 市民福祉プラザ（501） 理事・監事
19
・
20

木
・
金

市　全老連女性リーダーセミナー 東京都 役員

25 水 11 月期運営委員会 中央区役所 運営委員

27 金 市　健康部会 市民福祉プラザ（402） 部会員

12

1 火 高齢者ダーツ大会 中央体育館 会員

8 火 市　体育部会 市民福祉プラザ（402） 部会員

10 木 市　女性部会 市民福祉プラザ（402） 部会員

16 水
12 月期運営委員会
高齢者作品展実行委員会

中央区役所 運営委員

1

18

～

22

月

〜

金
高齢者作品展 中央区役所1階ロビー 関係者

27 水 １月期運営委員会（女性部合同）中央区役所 運営委員、校区女性部長

29 金 市　老人クラブリーダー養成研修会 市民福祉プラザ（601） 会員

2

5 金 市　伝承社会奉仕部会 市民福祉プラザ（402） 部会員

9 火 市　総務部会 市民福祉プラザ（402） 部会員

15 月 市　理事会 市民福祉プラザ（201） 理事・監事

17 水 ２月期運営委員会 中央区役所 運営委員

23 火 友愛訪問説明会 市民福祉プラザ（ホール）友愛訪問班・班長

25 木 市　高齢者ソフトダーツ大会 九電体育館 市民

3

4 金 市　女性部会研修会 市民福祉プラザ（ホール等）会員

9 水 市　総務部会 市民福祉プラザ（402） 部会員

16 水 市　理事会 市民福祉プラザ（502） 理事・監事

23 水 ３月期運営委員会 中央区役所 運営委員

※「中央区老ク連だより」の発刊（平成27年7月および平成28年1月予定）
※各種事業については、会場の都合や天候不順により、開催場所や日時を変更
することがあります
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「鴛
おしどり

鴦（木目込人形）」竹原　滋（91）

　
1
月
26
日
（
月
）
か
ら

30
日
（
金
）
ま
で
の
5
日

間
、
中
央
区
役
所
1
階
ロ

ビ
ー
に
て
、
毎
年
恒
例
の

中
央
区
高
齢
者
作
品
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
荘
厳
な
雰
囲

気
が
漂
う
阿
修
羅
像
や
、

や
わ
ら
か
な
日
差
し
の
中

鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え

て
き
そ
う
な
風
景
画
な
ど

の
絵
画
や
力
強
く
も
繊
細

に
し
た
た
め
ら
れ
た
書
、

布
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら

れ
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど

の
工
芸
作
品
や
写
真
な
ど

全
25
点
が
展
示
さ
れ
、
会

員
だ
け
で
な
く
、
区
役
所

を
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

  

美
の
競
演 
自
慢
の
作
品
25
点

「阿修羅」長村　茂安（77）

平成 26 年度中央区

高齢者作品展開催

1月26日（月）～30日（金）
中央区役所1階ロビー

平成 27 年度　新任会長等研修会実施
補助金交付制度について学ぶ

5
月
29
日
（
金
）、
福
岡
市
市

民
福
祉
プ
ラ
ザ
研
修
室
に
て
、
新

任
会
長
等
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

今
年
度
、
新
た
に
単
位
ク
ラ
ブ
会

長
等
に
就
任
し
た
8
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
中
央
区
老
ク
連
の

事
務
局
か
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
事

業
活
動
や
現
状
、
課
題
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
中
央
区
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
福
祉
・
介
護
保
険
課

高
齢
者
福
祉
係
の
小
田
さ
よ
み
氏

よ
り
、
皆
さ
ん
関
心
の
高
い
テ
ー

マ
で
あ
る
、
単
位
ク
ラ
ブ
補
助
金

交
付
制
度
に
つ
い
て
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

熱
心
に
耳
を
傾
け
る
参
加
者
の
皆
さ
ん

「森の幸」柴田　孝（75）

どんぐりなどの木の実で作った
森の仲間たち。今にも動き出し
そうな、ほほ笑ましい作品です。

注目！
どんぐりが大変身
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2
月
26
日
（
木
）、
福
岡

市
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ
ホ
ー

ル
に
て
、
友
愛
訪
問
説
明

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
事
例
発
表
で
は
、
小
笹

校
区
の
第
四
小
笹
平
和
会

他
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
参
考
に

 

今
後
も
友
愛
訪
問
継
続
を

平成 ₂₆ 年度
友愛訪問説明会

会
長
の
古
川
妙
子
氏
よ
り

友
愛
訪
問
活
動
の
状
況
報

告
等
に
つ
い
て
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。（
詳
細
は
11

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
続
い
て
、
中
央
区
福
祉・

介
護
保
険
課
の
吉
武
麻
由

美
氏
よ
り
市
補
助
金
実
績

報
告
書
、
申
請
手
続
き
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ

の
後
、
中
央
警
察
署
か
ら

急
増
し
て
い
る
ニ
セ
電
話

詐
欺
等
被
害
防
止
に
つ
い

て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

電話で「お金」の話はすべて詐欺 !
高齢者を狙うニセ電話詐欺が増えています

この言葉に要注意！

名義貸しは犯罪です。逮捕されますよ★

★還付金があります。ATMへ行ってください

★あなたがお金を預けている銀行の
行員が口座のお金を横領しています

★銀行員には「身内の葬儀代でお金が
必要です」と嘘をついてください。

校区・地区
単位クラブ

中央区老ク連におきましても、様々な活動
を実施しております。
ここでは、各校区・地区、単位クラブの活
動などを紹介いたします。

　

平
成
27
年
度
よ
り
校
区

老
壮
会
会
長
と
し
て
、
校

区
の
お
世
話
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
松
井
正
博

で
す
。
校
区
内
も
毎
年
高

齢
者
の
増
加
が
進
み
、
そ

の
割
に
は
会
員
が
増
え

ず
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長

や
役
員
も
苦
戦
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
そ
こ
で
今
年

度
2
名
の
単
位
ク
ラ
ブ
会

長
に
戦
後
生
ま
れ
の
60
代

の
方
が
就
任
し
、
私
も
含

め
3
人
の
行
動
隊
と
し
て

会
員
の
補
助
役
と
し
て
活

動
し
て
い
く
思
い
で
す
。

　

ま
た
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
も
作
成
し
て
お
り
、

今
年
度
よ
り
福
祉
バ
ス
の

有
料
化
で
会
員
の
皆
様
に

多
少
の
負
担
を
か
け
ま
す

が
、
そ
れ
以
上
の
企
画
と

思
い
出
を
残
せ
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
住
宅
事
情

が
変
わ
り
高
齢
者
も
マ
ン

シ
ョ
ン
住
ま
い
が
増
え
て

い
ま
す
。
入
り
口
が
オ
ー

ト
ロ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
普
段
の
会
話
も
少

な
く
会
長
や
役
員
の
訪
問

も
自
由
に
で
き
ず
、
会
員

増
強
に
苦
慮
し
て
い
る
み

た
い
で
す
。

　

年
間
を
通
し
て
「
文
化

面
」
や
「
ス
ポ
ー
ツ
面
」、

「
教
育
面
」「
レ
ジ
ャ
ー
面
」

等
を
充
実
さ
せ
、
い
つ
も

楽
し
い
老
壮
会
を
つ
く
り

入
会
者
が
増
え
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

参加者増を目指し
充実の催しに

春吉
校区

第一老壮会
会長　松井　正博

楽し
く活動 老壮会
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舞鶴
校区

健
康
と
長
寿
に

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

南当仁
校区

南
当
仁
第
六
功
寿
会廣

渡
　
信
義

福
祉
バ
ス
に
つ
い
て

赤
坂
2
丁
目
5
番
街
に
は
、

東
側
よ
り
①
福
岡
市
中
央
体
育

館
②
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
③
赤

坂
公
民
館
④
赤
坂
小
学
校
⑤
警

固
中
学
校
が
あ
り
ま
す
。
国
の

広
大
な
土
地
に
戦
後
か
ら
、
福

岡
市
が
管
理
す
る
施
設
が
並
列

し
て
い
ま
す
。

東
側
の
中
央
体

育
館
よ
り
、
西
に

至
る
警
固
中
学
校

ま
で
の
約
１
８
０

ⅿ
の
歩
道
に
、
樹

齢
60
年
余
り
の
見
事
な
桜
の
木

が
13
本
あ
り
ま
す
。
写
真
の
通

り
、
毎
年
3
月
下
旬
よ
り
4
月

初
め
ま
で
道
行
く
人
々
が
歩
行

を
止
め
て
た
た
ず
む
程
の
美
し

さ
で
す
。
福
岡
市
の
中
心
部
に

１
８
０
ⅿ
に
わ
た
り
、
咲
き
誇

る
桜
花
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
20
年
代
に
植
え
ら
れ
た

時
は
桜
の
木
は
20
数
本
あ
り
ま

し
た
が
、
前
述
の
中
央
体
育
館
、

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
赤

坂
公
民
館
の
建
設
の
際
、
出
入

り
口
設
置
の
た
め
約
10
本
が
犠

牲
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
、
赤
坂
2
丁
目

2
区
の
町
内
会
区
域
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
赤
坂
2
丁

目
の
老
人
ク
ラ
ブ
（
桜
会
）
の

よ
う
諸
先
輩
の
指
導
を
い
た

だ
き
な
が
ら
手
探
り
で
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
バ
ス
ハ
イ
ク
に
つ
き

こ
の
度
、
単
位
ク
ラ
ブ
の

お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
会

員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

て
い
ま
す
。
私
も
70
歳
で
舞
鶴
松

寿
会
に
入
会
し
ま
し
た
。
3
年

前
に
脳
梗
塞
に
倒
れ
ま
し
た
が
、

　
人
生
50
年
と
言
わ
れ
た
時
代

も
過
去
の
も
の
と
な
り
、
今
や
、

１
０
０
歳
の
時
代
に
な
ろ
う
と
し

地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

１
８
０
ⅿ
余
り
に
わ
た
る
桜

花
は
、
福
岡
市
民
の
か
け
が
え

の
な
い
宝
物
で
す
。
60
余
年
に

わ
た
り
、
一
生
懸
命
に
桜
花
を

咲
か
せ
て
き
ま
し
た
。

観
光
都
市
福
岡
の
中
心
部
に

あ
り
、
天
神
地
区
、
大
名
町
、

赤
坂
、
舞
鶴
城
、

大
濠
公
園
、
福

岡
市
美
術
館
が

続
き
、
外
国
の

方
々
の
散
歩
道

ま
し
て
は
、
会
員

の
皆
様
か
ら
、
今

度
は
ど
こ
に
行
く

の
か
、
買
い
物
、

食
事
と
楽
し
み
に

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

新
年
度
か
ら
の
バ
ス
料
金
改
定

で
参
加
料
が
以
前
か
ら
比
較
す

る
と
高
額
に
な
り
、
企
画
す
る

側
と
し
て
、
若
干
気
を
使
っ
て

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
運

輸
局
の
指
示
に
よ
る
料
金
の
仕

組
み
を
丁
寧
に
説
明
し
理
解
を

得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
バ
ス

ハ
イ
ク
が
で
き
る
よ
う
、
皆
様

の
希
望
に
添
え
る
よ
う
、
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

と
し
て
美
し
く
素
晴
ら
し
い
街

並
み
で
す
。

福
岡
市
は
Ｐ
Ｍ
2
・
５
の
国

の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
適
合

し
た
空
気
も
街
も
き
れ
い
な
都

市
で
す
。
何
度
も
訪
れ
た
い
と

思
わ
れ
る
よ
う
心
が
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

桜
の
木
は
も
と
よ
り
、
赤
坂

は
、
護
国
神
社
、
桜
坂
小
丘
陵

の
緑
に
あ
ふ
れ
る
街
並
み
を
市

民
全
体
で
守
っ
て
ゆ
き
た
い
と

念
願
い
た
し
て
い
ま
す
。

舞
鶴
第
二
松
寿
会

会
長
　
小
久
保
　
満
治

赤
坂
桜
会

橋
本
　
清
史

桜
の
木
も
の
が
た
り

赤坂
校区
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平
成
22
年
、
75
歳
を
期
に

老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
た
年

の
6
月
、
草
ヶ
江
公
民
館
主

催
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
わ
く
わ

く
シ
ニ
ア
く
ら
ぶ
」
の
ダ
ー
ツ

教
室
に
参
加
し
た
の
が
ダ
ー

ツ
と
の
初
め
て
の
出
会
い
で
あ

り
、
私
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

の
デ
ビ
ュ
ー
で
も
あ

り
ま
し
た
。

校
区
草
寿
会
連
合

会
で
は
、
同
年
、
12

月
に
開
催
予
定
の
第

1
回
中
央
区
高
齢
者
ダ
ー
ツ

大
会
の
出
場
を
目
標
に
、ダ
ー

ツ
2
セ
ッ
ト
を
購
入
、
8
月

か
ら
公
民
館
を
会
場
に
、
毎

月
1
回
の
例
会
・「
草
ヶ
江

ダ
ー
ツ
の
会
」
が
発
足
し
ま

し
た
。「
新
し
い
仲
間
づ
く
り
、

集
中
力
や
計
算
能
力
で
脳
の

活
性
化
、
適
度
な
運
動
で
健

康
生
活
」
を
う
た
い
文
句
に

39
名
の
会
員
が
集
ま
り
ま
し

た
が
、
も
ち
ろ
ん
私
も
そ
の
一

員
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
私
の
会
員
歴

は
と
言
い
ま
す
と
圧
倒
的
多

数
の
女
性
役
員
が
占
め
る
連

合
会
（
9
つ
の
ク
ラ
ブ
の
う
ち

女
性
会
長
が
7
名
）
の
た
め

で
し
ょ
う
か
、
入
会
の
翌
年
に

は
連
合
会
副
会
長
に
委
嘱
さ

れ
、
加
え
て
健
康
・
レ
ク
リ

そ
の
後
、
認
知
症
予
防
と
リ
ハ

ビ
リ
を
兼
ね
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
、
ダ
ー
ツ
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
、

囲
碁
、
将
棋
（
将
棋
は
幼
少
の

頃
か
ら
）
を
始
め
ま
し
た
。
現

在
は
右
手
と
左
足
に
少
し
不
自

由
を
し
て
い
ま
す
。グ
ラ
ウ
ン
ド・

ゴ
ル
フ
は
週
2
回
、
水
・
金
曜

日
の
午
前
8
時
か
ら
10
時
ま
で
、

88
歳
を
筆
頭
に
80
代
の
先
輩
諸

氏
と
朗
ら
か
に
和
気
あ
い
あ
い
と

や
っ
て
お
り
ま
す
。

　
マ
ー
ジ
ャン
は
第
1
月
曜
日
を

除
き
毎
週
お
昼
12
時
か
ら
17
時

ま
で
男
女
と
も
ど
も
3
卓
や
っ
て

お
り
ま
す
。

　
当
方
（
第
二
松
寿
会
）
会
長

と
し
て
会
員
60
数
名
（
80
歳
以

上
30
名
・
70
歳
以
上
20
名
・
60

歳
以
上
10
名
）
で
月
1
回
の
茶

話
会
を
行
い
、
80
歳
以
上
の
元

お
嬢
さ
ん
た
ち
に
弟
の
よ
う
に
可

愛
が
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
他
の
老
人
ク
ラ
ブ
も
サ
ー
ク
ル

活
動
の
活
性
化
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　
皆
様
方
と
と
も
に
長
寿
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

エ
ー
シ
ョ
ン
部
の
ダ
ー
ツ
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
推
進
役

を
任
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。

「
ダ
ー
ツ
の
会
」
発
足
か
ら

5
年
が
経
っ
た
今
、
例
会
は

月
2
回
に
増
え
、
運
営
の
モ
ッ

ト
ー
は
「
親
睦
が
1
番
、
勝

負
は
2
番
」、
技
術
の
向
上
は

さ
て
お
き
午
前
10
時
か
ら
12
時

ま
で
和
気
あ
い
あ
い
の
に
ぎ
や

か
な
笑
い
声
と
高
得
点
に
は
惜

し
み
な
い
拍
手
を
送
る
「
ダ
ー

ツ
の
会
」
に
育
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
活
動
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、
高
齢
者
が
集
う

「
き
ん
し
ゃ
い
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」
で
は
毎
年
2
回
、
ダ
ー

ツ
2
セ
ッ
ト
を
持
ち
込
み
競

技
を
交
え
た
楽
し
い
ふ
れ
あ

い
の
場
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
に

な
っ
て
毎
年
実
施
す
る
「
世

代
間
交
流
」
で
は
、
小
学
低

学
年
用
1
セ
ッ
ト
と
小
学
高

学
年
以
上
用
2
セ
ッ
ト
を
据

え
、
約
１
５
０
名
の
子
ど
も

た
ち
を
相
手
に
、
い
つ
に
も
増

し
て
楽
し
い
交
流
と
な
り
大

変
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
ん
な
「
ダ
ー
ツ

の
会
」
に
も
課
題
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
会
員
数
が
25
名

ま
で
減
少
し
て
き
た
こ
と
で

す
。
月
2
回
の
例
会
で
は
参

も
5
月
に
は
無
事
C
級
指
導
員

の
資
格
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
さ
さ
や
か
な
が
ら
私
の

「
や
れ
ば
で
き
る
」
の
手
初
め
で

し
た
。

今
日
も
「
認
知
症
の
予
防
！
」

と
気
合
を
入
れ
な
が
ら
、
20
数

年
空
き
部
屋
に
な
っ
て
い
た
子
ど

も
部
屋
で
、
壁
に
吊
る
し
た
ダ
ー

ツ
ボ
ー
ド
め
が
け
て
1
日
１
０
０

本
の
ダ
ー
ツ
の
投
げ
込
み
を
続
け

て
い
ま
す
。

第六草寿会
平田　節良80歳でダーツC級指導員認定試験に挑戦

草ヶ江
校区

﹁
草
个
江
ダ
ー
ツ
の
会
﹂
で
は
、

毎
月
3
回
、
雨
の
日
も
風
の
日

も
第
1
、
第
2
、
第
4
水
曜
日

の
午
前
10
時
～
12
時
、
草
个
江

公
民
館
で
例
会
を
開
い
て
い
ま

す
。
用
具
無
用
、
会
費
無
料
、

丁
寧
な
指
導
付
き
で
す
。
気
楽

に
お
出
掛
け
下
さ
い
。

加
の
機
会
が
少
な
い
、
練
習
の

時
間
数
が
少
な
い
…
な
ど
が
原

因
の
よ
う
で
す
が
、
こ
の
解
消
の

た
め
に
と
本
年
度
か
ら
例
会
を

毎
月
3
回
（
年
間
33
回
）
開
催

す
る
こ
と
に
変
更
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
26
年
度
の
中
央
区

大
会
で
初
め
て
2
名
の
会
員
が

福
岡
市
大
会
に
進
み
、
ひ
ょ
っ
と

し
て
わ
れ
わ
れ
会
員
も
や
れ
ば
で

き
る
の
で
は
の
機
運
が
高
ま
り
、

以
来
「
や
れ
ば
で
き
る
が
3
番
」

と
新
た
な
モ
ッ
ト
ー
が
加
わ
り
ま

し
た
。

折
し
も
、
こ
の
2
月
に
私
は

80
歳
を
迎
え
ま
し
た
が
、「
や
れ

ば
で
き
る
」
も
何
か
の
縁
と
今
ま

で
た
め
ら
っ
て
い
た
表
題
の
認
定

試
験
を
4
月
に
挑
戦
。
幸
い
に
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都
会
の
死
角

今
泉
倶
楽
部

会
長
　
渡
邉
　
洋
一

警固

　
交
通
事
故
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
、
孤

独
死
な
ど
高
齢
者
を
取
り
巻
く
生
活

環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ひ
と
ご
と
の
よ
う
に
思
っ
て
い

た
孤
独
死
が
近
く
で
起
こ
り
ま
し
た
。

　
事
前
の
情
報
と
し
て
①
浴
場
の
人

か
ら
、
最
近
入
浴
に
来
ら
れ
な
い
か

ら
何
か
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
て
い
ま
す
②
新
聞
配
達
員
の
人

が
、
数
日
間
の
新
聞
が
溜
ま
っ
て
い

た
の
で
何
度
か
持
ち
帰
っ
た
と
の
こ

と
。
そ
こ
に
友
人
が
何
度
も
電
話
す

る
け
れ
ど
も
応
答
が
無
い
と
心
配
さ

れ
て
住
居
に
訪
ね
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
予
備
鍵
で
ド
ア
を
開
け
た
と
こ
ろ

内
側
か
ら
鎖
が
掛
か
っ
て
い
て
入
室

で
き
ず
、
警
察
官
の
立
ち
会
い
の
上

で
鎖
を
切
断
し
部
屋
に
入
る
と
変
わ

り
果
て
た
姿
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
検
視
の
結
果
20
日
程
度
の
経
過

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
つ
い
最
近
ま
で
元
気
に
外
出
さ
れ
、

仕
事
に
も
毎
日
出
勤
さ
れ
て
い
ま
し

た
の
で
、
友
愛
訪
問
の
対
象
か
ら
外

れ
て
い
ま
し
た
。

　
な
ぜ
早
く
気
付
か
な
か
っ
た
の
か
。

な
ぜ
、
も
う
少
し
早
く
発
見
で
き
な

か
っ
た
の
か
。
可
哀
想
で
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。

　
日
常
の
中
で
何
か
異
変
を
感
じ
た

時
は
市
の
「
見
守
り
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ

の
連
絡
、
ま
た
近
隣
の
方
へ
の
連
絡
、

情
報
提
供
を
心
が
け
、
つ
い
て
は
地

域
の
皆
様
と
仲
良
く
、
助
け
合
い
、

生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
昨
今

で
す
。

随  想　
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
8
月
15

日
、
私
は
宮
崎
県
北
部
の
川
南
町
の

台
地
で
沖
縄
の
次
に
米
軍
が
上
陸
作

戦
を
す
る
と
の
予
想
の
も
と
に
防
御

陣
地
を
作
る
任
務
に
つ
い
て
い
ま
し

た
が
、
敗
戦
後
の
治
安
を
維
持
す
る

目
的
で
、
臨
時
憲
兵
と
し
て
長
崎
県

諫
早
市
に
駐
屯
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
8
月
下
旬
諫
早
に
着
き
、
9
月
初

め
に
長
崎
の
実
家
に
1
年
半
振
り
の

帰
宅
許
可
を
も
ら
い
汽
車
に
乗
り

ま
し
た
。（
そ
の
時
ち
ょ
う
ど
満
22

歳
）
な
お
当
時
は
汽
車
の
他
に
交
通

手
段
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
が

て
汽
車
が
道
の
尾
駅
を
出
て
間
も
な

く
車
内
が
シ
ー
ン
と
し
た
空
気
に
な

り
次
に
す
す
り
泣
き
に
か
わ
り
、
爆

心
地
近
く
で
は
号
泣
に
満
ち
、
長
崎

駅
ま
で
止
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
原
爆
の
惨
状
は
み
ん
な
テ
レ

ビ
や
写
真
で
ご
覧
だ
と
は
思
い
ま
す

が
、
実
状
を
目
で
見
る
の
と
は
比
較

に
な
り
ま
せ
ん
。

　
見
渡
す
限
り
山
ま
で
も
真
っ
黒
で

す
か
ら
。
そ
れ
か
ら
私
は
山
一
つ
隔

て
た
実
家
に
帰
っ
て
驚
き
ま
し
た
。

入
り
口
の
戸
は
無
く
、
障
子
は
縁
枠

だ
け
、
襖
は
ボ
ロ
ボ
ロ
、
天
井
板
は

無
く
棧
だ
け
、
ま
た
履
き
物
や
軽
い

道
具
や
衣
類
等
は
全
て
家
の
外
の
ど

こ
か
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
空
き
家
同

然
。
近
所
も
全
く
同
じ
で
ま
さ
に

ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
の
よ
う
で
し
た
。

　
家
族
は
父
が
浦
上
の
三
菱
兵
器
製

作
所
で
被
爆
し
原
爆
病
と
な
り
軽

傷
を
負
っ
た
他
は
全
員
無
事
で
し

た
（
総
員
15
名
）
が
、
空
気
以
外
は

水
も
食
糧
も
燃
料
も
無
く
、
電
気
は

停
電
が
多
く
ま
さ
に
非
常
事
態
で
し

た
。
し
か
し
軍
務
が
あ
る
の
で
仕
方

な
く
母
や
姉
に
で
き
る
だ
け
早
く
帰

る
か
ら
と
後
事
を
託
し
て
諫
早
に
帰

任
し
ま
し
た
。
9
月
末
に
軍
務
を
解

か
れ
10
月
1
日
に
長
崎
に
帰
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
時
か
ら
10
年
余

が
地
獄
で
し
た
。

　
前
後
し
て
復
員
し
て
き
た
弟
と
計

18
名
を
父
の
代
わ
り
に
ど
う
し
て
生

き
て
ゆ
く
か
と
い
う
こ
と
を
み
ん
な

と
相
談
し
協
力
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
食

べ
る
こ
と
に
全
力
を
尽
す
こ
と
に
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
先
立
つ
も
の
は

仕
事
を
し
て
お
金
を
稼
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
寝
る
間
も
無
い
程

に
あ
ら
ゆ
る
仕
事
を
し
、金
を
稼
ぎ
、

そ
の
金
で
そ
れ
ぞ
れ
の
つ
て
を
頼
っ

て
食
べ
物
を
分
け
て
も
ら
っ
た
り
、

山
菜
・
野
草
・
木
の
実
等
を
採
り
に

行
き
同
時
に
燃
料
に
な
る
木
を
担
い

で
帰
る
こ
と
を
1
日
に
3
回
も
繰
り

返
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
食
糧
や
燃
料
は
60
㎏
以
上
は
あ
り

ま
し
た
。
今
思
え
ば
よ
く
病
気
も
せ

ず
生
き
て
き
た
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
も
そ
の
間
に
は
家
の
修
理

も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
家
は
前
述
の
よ
う
な
あ
り
さ
ま

で
し
た
が
、
爆
風
で
入
り
口
の
戸
は

上
下
で
約
10
㌢
位
食
い
違
っ
て
い
る

の
で
、
柱
に
何
カ
所
も
三
角
の
材
料

を
作
っ
て
打
ち
付
け
て
調
整
し
な
け

れ
ば
迫
り
来
る
寒
さ
を
少
し
で
も
防

ぐ
よ
う
に
は
な
ら
ず
、
ま
た
天
井
も

25
平
方
ⅿ
位
の
板
を
張
り
ま
し
た
。

障
子
の
棧
も
作
り
、
紙
が
貼
れ
る
よ

う
に
も
し
ま
し
た
。
な
お
道
具
は
焼

け
跡
か
ら
拾
い
集
め
て
修
理
し
ま
し

た
。
窮
す
れ
ば
通
ず
と
昔
か
ら
い
う

よ
う
に
困
っ
た
時
に
は
生
き
る
力
は

出
る
も
の
で
す
。
今
70
歳
半
ば
前
の

人
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

現
在
は
金
さ
え
あ
れ
ば
な
に
不

自
由
な
く
生
活
で
き
ま
す
し
、
年
金

あ
り
、
生
活
保
護
あ
り
で
昔
か
ら

考
え
て
み
れ
ば
天
国
で
す
。
で
も

自
然
破
壊
の
た
め
、
噴
火・暴
風
雨・

地
震
そ
の
他
自
然
災
害
が
頻
発
し

て
お
り
、
さ
ら
に
は
電
気
機
器
・

自
動
車
・
通
信
飛
行
機
等
生
活
は

便
利
に
な
る
一
方
で
血
縁
や
近
隣

と
の
絆
は
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
は
1
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い

の
で
す
。
今
の
よ
う
な
こ
と
が
進
ん

で
い
く
と
10
年
後
は
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
私
は
１
０
２
歳
。
も
う

第
五
福
寿
会

 

竹
原
　
滋

福浜 戦
後
70
年
の
回
顧

こ
の
世
に
は
い
な
い
と
は
思
い
ま
す

が
。
ト
ル
ス
ト
イ
の
言
葉
に
「
一
切

の
不
幸
せ
は
貧
し
さ
や
不
足
か
ら
生

ず
る
の
で
は
な
い
。
あ
り
余
る
と
こ

ろ
か
ら
生
ず
る
の
だ
」と
あ
り
ま
す
。

全
く
そ
の
通
り
と
思
い
ま
す
。
戦
後

2
、
3
年
は
特
別
と
し
て
も
そ
の
後

数
年
が
1
番
良
い
時
で
は
な
か
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。
今
は
孫
や
子
の
行

く
末
が
心
配
に
な
っ
て
い
ま
す
。

辛
き
こ
と　
十と
た
び度　
乗
り
こ
え

幸
に　
楽
し
く　
過
す
今
ぞ
嬉
し
き

　
辛
い
こ
と
ス
ト
レ
ス
は
乗
り
越
え

て
こ
そ
実
を
結
び
力
と
な
り
生
長
す

る
と
思
い
ま
す
。
私
は
生
来
左
利
き

で
す
が
、
幼
い
頃
に
直
さ
れ
た
お
陰

で
今
は
両
方
使
え
て
便
利
で
す
。
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随  想 　

私
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
歌
が

好
き
で
い
つ
も
歌
っ
て
い
ま
し

た
の
で
「
い
こ
い
の
家
」
の
な

つ
メ
ロ
会
を
友
人
か
ら
勧
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
な
く
覗
い

て
み
た
と
こ
ろ
、
皆
さ

ん
が
と
て
も
楽
し
く
生

き
生
き
と
歌
っ
て
い
る

雰
囲
気
が
す
ば
ら
し
く
、

つ
い
つ
ら
れ
て
そ
の
日

か
ら
入
会
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

現
在
、
総
勢
20
数
名
、
月
に

2
回
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

男
性
は
80
歳
以
上
が
4
名

で
、
最
高
齢
90
歳
、
女
性
に
は

お
年
は
聞
け
な
い
け
れ
ど
、
皆

さ
ん
歌
を
楽
し
ん
で
い
る
せ
い

か
と
て
も
若
々
し
く
お
奇
麗
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

先
生
が
ま
た
可
愛
ら
し
い
方

で
（
そ
れ
で
も
お
孫
さ
ん
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
か
？
）
ご
自
分

第
二
仁
寿
会

 

瀬
戸
　
敏
郎

当仁

な
つ
メ
ロ
会
と
私

第
二
大
名
会

 

重
松
　
一

大名

集
団
的
自
衛
権
ど
こ
ま
で
か

　

大
東
亜
戦
争
が
終
わ
っ
て
70

年
に
な
る
。
昭
和
20
年
8
月
15

日
の
お
盆
の
暑
い
日
で
あ
っ

た
。
80
歳
以
上
の
人
は
こ
れ
で

電
気
を
明
る
く
付
け
て
良
い
と

思
っ
た
。
終
戦
か
ら
遡
る
と
、

日
清
、
日
露
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
、

第
一
次
世
界
大
戦
、
支
那
事
変
、

大
東
亜
戦
争
が
あ
っ
た
。
安
倍

政
権
が
集
団
自
衛
権
は
ど
こ
ま

で
か
。
新
三
要
件
を
満
た
せ
ば

敵
基
地
攻
撃
も
で
き
る
と
な
っ

て
い
る
が
、
日
本
は
後
方
支
援

に
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
の
日

本
軍
の
輜し
ち
ょ
う
れ
ん

重
聯
隊
の
こ
と
を
思

い
出
す
。
運
送
業
で
あ
る
兵
器
、

の
ピ
ア
ノ
教
室
の
方
が
お
忙

し
い
の
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
毎

回
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。

　

先
生
お
手
製
の
教
本
5
冊
に

童
謡
・
唱
歌
・
な
つ
メ
ロ
が
満

載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
な
じ
み
の
歌
で
、
先
生
の

ピ
ア
ノ
伴
奏
に
合
わ
せ
て
み
ん

な
で
合
唱
し
ま
す
。

　

近
年
、
お
年
寄
り
の
音
楽
療

法
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ま
さ
に
我
が
な
つ
メ
ロ
会

こ
そ
、
私
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

元
気
に
楽
し
く
大
ら
か
に
生
き

る
こ
と
を
教
え
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

弾
薬
、
食
糧
、
医
薬
品
、
負
傷

兵
、
病
人
も
運
ん
だ
。
日
本
よ

り
第
一
線
ま
で
の
こ
と
を
兵へ
い
た
ん站

と
言
い
、
大
東
亜
戦
争
は
範
囲

が
広
く
兵
站
線
が
長
か
っ
た
の

で
、
物
資
の
運
送
が
遅
れ
た
。

戦
争
の
勝
負
は
こ
れ
で
決
ま
り

ま
す
。
ま
た
、
最
前
線
の
指
揮

者
は
戦
闘
経
験
の
多
い
人
ほ
ど

戦
死
者
が
少
な
い
。
自
衛
隊
は

集
団
的
自
衛
権
で
戦
闘
に
参
加

し
て
戦
死
者
が
少
な
い
。
自
衛

隊
は
集
団
的
自
衛
権
で
戦
闘
に

参
加
し
て
戦
死
者
が
多
く
出
れ

ば
国
民
よ
論
が
大
き
く
な
る
。

　

沖
縄
は
戦
場
に
な
り
、
親
兄

弟
が
目
の
前
で
殺
さ
れ
、
生
命

財
産
を
失
っ
た
こ
と
が
頭
か
ら

離
れ
な
い
。
辺
野
古
反
対
で
県

知
事
も
代
え
た
。

　

私
は
ビ
ル
マ
戦
線
で
世
界
最

強
軍
隊
と
い
わ
れ
た
菊
部
隊
歩

兵
56
聯
隊
の
生
き
残
り
で
92
歳

に
な
り
ま
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
慰

霊
に
90
歳
ま
で
14
回
行
き
、
戦

死
さ
れ
た
日
本
、
英
連
合
軍
、

中
国
、
ビ
ル
マ
の
各
兵
士
と
現

地
人
の
戦
死
さ
れ
た
約
45
万
人

の
慰
霊
と
二
度
と
戦
争
の
な
い

平
和
を
願
っ
て
、
北
は
ヒ
マ

ラ
ヤ
山
脈
の
麓
よ
り
、
南
は
マ

レ
ー
、
タ
イ
国
に
近
い
終
戦
地

シ
ッ
タ
ン
河
ま
で
10
カ
所
の
慰

霊
と
激
戦
地
の
寺
に
私
の
彫
り

ま
し
た
、
釈
迦
座
像
を
22
体
納

め
ま
し
た
。
慰
霊
は
遺
族
が
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

海
の
日
や
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
の
混
む
海
辺

澁
帯
を
来
て
涼
と
る
や
海
ハ
ウ
ス

風
鈴
を
吊
る
や
今
年
の
風
鳴
ら
す

　
　
　
舞
鶴
校
区
　
第
五
松
寿
会 

権
藤
　
ス
ミ
子

五
月
雨
や
幾
度
着
替
え
る
同
窓
会

カ
モ
ミ
ー
ル
両
の
手
一
杯
今
日
も
元
気

　
　
　
赤
坂
校
区
　
桜
会 

橋
本
　
文
枝
　

店
先
の
梅
の
実
な
が
め
足
と
ま
る
も
う
こ
ん
な
季
か
と
振
り
返
る

し
の
の
め
を
茜
に
染
め
て
日
は
昇
る
望
み
大
き
く
八
十
路
行
く

鮮
や
か
な
菖
蒲
の
池
に
目
を
取
ら
れ
足
も
と
危
う
し
八
十
路
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

春
吉
校
区
　
第
八
老
壮
会
　
大
森
　
冨
士
子 
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随  想　

八
十
八
夜
と
い
う
こ
と
で
、

今
年
も
お
茶
摘
み
の
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
お
茶
に
ま
つ
わ
る

こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

お
茶
の
葉
を
摘
む
前
に
草
を
む

し
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
と
思
い
、

新
緑
で
美
し
い
茶
畑
を
見
て
い

る
と
、
目
の
前
に
蝶
が
ひ
ら
ひ

ら
と
舞
い
込
ん
で
き
て
は
、
ま

た
飛
ん
で
行
き
ま
す
。

　
「
花
は
無
心
に
し
て
蝶
を
招

き
、
蝶
は
無
心
に
し
て
花
を
尋

ね
」
と
い
う
良
寛
様
の
お
歌
が

あ
り
ま
す
。
花
は
た
だ
無
心
に

咲
い
て
い
る
だ
け
で
す
が
、
蝶

が
す
う
っ
と
寄
っ
て
き
て
花
粉

を
運
ん
で
く
れ
る
。
蝶
も
花
粉

を
運
ぼ
う
と
し
て
花
を
尋
ね
て

く
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
無
心

に
蜜
を
吸
う
だ
け
で
す
。
無
作

為
の
と
こ
ろ
に
自
然
の
摂
理
の

妙
が
あ
る
と
歌
っ
た
も
の
だ
そ

う
で
す
。

　

無
心
は
無
心
で
良
い
そ
う
で

す
が
、
全
て
の
衆し
ゅ
じ
ょ
う生
が
幸
せ
に

な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
け
れ

ど
、
そ
こ
に
思
い
を
巡
ら
せ
て

「
無
心
」
と
い
う
言
葉

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
輝
国

会
長
　
熊
手
　
達
之

笹丘
い
く
、
そ
う
い
う
誓
願
を
立
て

よ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

人
は
日
々
の
生
活
の
中
で
た

く
さ
ん
の
決
ま
り
事
が
あ
り
ま

す
。
人
に
対
し
て
は
、
で
き
る

だ
け
丁
寧
に
接
し
て
い
か
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
自
分
の
感

性
を
持
っ
て
人
に
お
よ
ぼ
す
の

で
は
、
い
つ
ま
で
も
そ
の
時
は

来
な
い
。
お
よ
ば
ず
な
が
ら
と

い
う
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
ま
す

が
、
そ
う
い
う
生
き
方
が
無
心

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
注
釈
）

無
心
＝
心
に
邪
念
の
な
い
こ
と

良
寛
＝
江
戸
時
代
後
期
の
禅
僧
・

歌
人

「九重夢大吊橋」
村山敏夫さん（小笹）

「
八
丁
原
地
熱
発
電
所
」

 

佐
々
木
一
二
郎
さ
ん（
小
笹
）

「
島
英
雄
さ
ん
制
作

　
段
ボ
ー
ル
製
実
物
大
デ
ゴ
イ
チ
」

 

藤
田
義
一
さ
ん（
笹
丘
）

思い出
アルバム
思い出
アルバム

会員の皆さんが撮影
した作品をご紹介い
たします。「思い出アルバム」

作品募集

皆様の写真作品をお待ちしています！
必ず校区・地区名、クラブ名、氏名、年齢、
連絡先を明記してください

〒 810-8622 福岡市中央区大名２丁目 5-31
中央区役所１階

中央区老人クラブ連合会 事務局

TEL 092-718-1140
FAX 092-771-4955

宛先は
コチラ

お気軽に
ご投稿ください
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私
は
小
笹
校
区
第
四
小

笹
平
和
会
の
古
川
で
す
。

私
が
住
ん
で
い
る
地
域
に

は
福
岡
市
動
植
物
園
が
あ

り
、
緑
の
多
い
環
境
に
恵

ま
れ
た
所
で
す
。

　

ま
ず
私
が
小
笹
平
和

会
に
入
会
し
た
き
っ
か

け
か
ら
お
話
い
た
し
ま

す
。
今
か
ら
20
年
程
前
の

こ
と
で
す
。
当
時
私
は
年

齢
も
若
か
っ
た
の
で
す

が
、
民
生
委
員
を
引
き
受

け
て
い
ま
し
た
。
お
役
も

あ
り
町
内
の
総
会
に
出

席
し
た
時
の
こ
と
で
す
。

「
あ
な
た
老
人
ク
ラ
ブ
に

入
会
し
な
さ
い
」
の
一
言

で
、
私
は
ま
だ
ま
だ
老
人

ク
ラ
ブ
に
は
入
会
す
る

年
齢
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
そ
の
方
の
人

柄
の
良
さ
そ
う
な
、
そ
し

て
大
き
な
声
に
押
さ
れ

「
は
い
」
と
答
え
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
約
20
年

間
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
長

い
お
付
き
合
い
で
す
。

　

私
が
友
愛
訪
問
を
し
、

ま
た
現
在
も
訪
問
中
の
所

を
選
ん
で
お
話
を
い
た
し

ま
す
。

さ
ん
と
も
会
話
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

れ
は
以
前
か
ら
町
内
会
で

も
頭
を
抱
え
て
い
た
件
だ

そ
う
で
す
。
私
が
小
笹
に

転
居
し
て
間
も
な
い
頃
で

町
内
の
こ
と
は
よ
く
分

か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
方
も
ご
近
所
付

き
合
い
が
全
く
な
く
、
他

人
と
の
会
話
も
ほ
と
ん
ど

無
い
と
の
こ
と
で
す
。
ど

う
に
か
し
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
た
ま
に
道
で
会
っ
た
時

は
必
ず
「
こ
ん
に
ち
は
、

古
川
で
す
」
と
大
き
な
声

で
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
行
政
の
方
と

も
見
守
り
を
続
け
て
い
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
出
会
っ

た
時
に
は
少
し
ず
つ
お
話

を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ゴ
ミ
は
ま
だ

ま
だ
減
り
ま
せ
ん
。
で
も

以
前
に
比
べ
る
と
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
見
守
り
、

声
か
け
を
今
後
も
続
け
、

住
み
良
い
地
域
づ
く
り
が

で
き
ま
し
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

員
に
行
事
案
内
を
配
布
し
、

特
に
対
象
者
の
方
に
は
体

調
に
合
う
よ
う
な
行
事
に

は
極
力
参
加
す
る
よ
う
に

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
今
日
は
行
事
の
中
で
も

最
も
喜
ば
れ
る
「
歩
こ
う

か
い
」
に
つ
い
て
発
表
い

た
し
ま
す
。
前
に
も
述
べ

ま
し
た
が
、
小
笹
校
区
に

は
福
岡
市
動
植
物
園
が
あ

り
、
絶
好
の
交
流
場
所
と
し

て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
連

小
笹
校
区
　
第
四
小
笹
平
和
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
古
川
　
妙
子

心
を
開
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

合
会
行
事
と
し
て
年
3
回

行
っ
て
い
ま
す
。
季
節
ご
と

に
行
事
を
行
い
、
四
季
折
々

の
樹
木
、
草
花
、
温
室
等

を
観
察
、
鑑
賞
し
な
が
ら

散
策
を
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
3
月
は
花
見
の
季

節
で
す
。
桜
の
下
で
今
年

の
弁
当
は
お
い
し
い
と

か
、
ま
た
お
互
い
の
近
況

等
を
話
し
合
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
行
事
は
近
場
な

の
で
気
軽
に
多
数
の
会
員

が
参
加
す
る
の
が
特
徴
で

す
。
引
き
こ
も
り
、
閉
じ

こ
も
り
の
予
防
、
ま
た
行

事
に
参
加
を
す
る
楽
し
さ

が
自
信
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も

会
員
の
健
康
寿
命
維
持
に

有
効
な
活
動
と
し
て
今
後

も
内
容
を
充
実
さ
せ
な
が

ら
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
友
愛
訪
問
」事
例
発
表

◆�

2
月
26
日
（
木
）
の
友

愛
訪
問
説
明
会
で
「
友

愛
訪
問
事
例
発
表
」
を

し
た
内
容
で
す
。

　
最
初
は
認
知
症
の
方
で

す
。
ご
高
齢
の
母
親
と
息
子

さ
ん
の
二
人
暮
ら
し
。
お

母
様
が
徘
徊
を
繰
り
返
し
、

車
道
の
端
の
ゴ
ミ
を
拾
い

な
が
ら
歩
く
、
よ
そ
の
お
宅

の
前
で
便
を
す
る
等
々
の

声
が
寄
せ
ら
れ
訪
問
し
ま

し
た
。
玄
関
は
ゴ
ミ
の
山

で
す
。
お
母
様
の
行
動
を

箇
条
書
き
に
ま
と
め
息
子

さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
何
度
か
訪
問
し

て
い
る
と
徐
々
に
息
子
さ

ん
の
態
度
も
和
ら
ぎ
、
お

話
を
聞
い
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
お
母
様
の
体

調
の
こ
と
も
あ
り
息
子
さ

ん
の
希
望
で
施
設
に
入
所

さ
れ
ま
し
た
。
訪
問
を
繰

り
返
し
て
い
る
う
ち
息
子

親
子
の
気
持
ち

　
　
　
通
わ
す
訪
問

声
か
け
が

　
　
改
善
へ
の
一
歩

楽
し
い
活
動
で

　
　
心
身
の
健
康
を

　
次
は
今
私
が
活
動
し
て

い
る
中
で
最
も
頭
を
悩
ま

せ
て
い
る
ゴ
ミ
屋
敷
の
こ

と
で
す
。
一
人
暮
ら
し
の

男
性
で
す
。
そ
の
方
は
大

き
な
ゴ
ミ
等
を
ど
こ
か
ら

と
も
な
く
拾
っ
て
き
て
家

の
周
辺
に
置
い
て
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
上
の
家

に
住
ん
で
い
る
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
女
性
は
上
り
下

り
が
大
変
で
し
た
。
ま
た

ゴ
ミ
屋
敷
の
前
に
住
ん
で

い
る
方
も
高
齢
の
一
人
暮

ら
し
で
大
変
困
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば

と
町
内
の
世
話
役
の
方
と

行
政
機
関
に
も
出
向
き
ま

し
た
。
行
政
よ
り
注
意
を

受
け
た
時
は
ゴ
ミ
が
少
し

減
る
の
で
す
が
、
す
ぐ
ゴ

ミ
は
増
え
続
け
ま
す
。
こ

　
最
後
に
私
た
ち
の
ク
ラ

ブ
活
動
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。
ま
ず
年
度
初
め
に

月
別
行
事
予
定
表
を
作
り

ま
す
。
行
事
の
際
は
全
会

①木 + 毎 + 雨＝□□
②ナ + 又 + 達＝□□
③舌 + 言 + 会＝□□
④申 + ネ + 土 + ネ＝□□
⑤民 + 目 + 垂 + 目＝□□
⑥周 + 子 + 女 + 言＝□□
⑦木 + 木 + 木 + 木 + 木＝□□
⑧立 + 心 + シ + 日 + 主＝□□
⑨王 + 斗 + 田 + 米 + 土＝□□
⑩力 + 力 + 力 + 力 + 十＝□□

※答えは12ページ

複数の文字を足して二字熟語を完成させましょう！

ちょっと一息

Let's脳トレ 漢字の足し算
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ご協賛頂きました皆様方へ
　

雨
も
多
く
じ
め
じ
め
と

し
た
蒸
し
暑
さ
に
、
つ
い

涼
を
求
め
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
発
行
い
た

し
ま
し
た
﹁
中
央
区
老
ク

連
だ
よ
り
第
48
号
﹂
を
家

で
過
ご
す
お
と
も
に
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

今
号
で
は
27
年
度
の
総

会
に
つ
い
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今

年
度
も
様
々
な
事
業
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
参
加
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
毎
号

多
く
の
投
稿
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

が
日
々
思
わ
れ
る
こ
と
、

感
じ
た
こ
と
や
ク
ラ
ブ
の

活
動
紹
介
な
ど
写
真
と
と

も
に
ぜ
ひ
と
も
お
送
り
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

︵
広
報
部
︶

　

こ
の
度
は
﹁
中
央
区
老

ク
連
だ
よ
り
﹂
の
発
行
に

あ
た
り
ま
し
て
広
告
の
掲

載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か

で
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
願
っ
て
発
行
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご

厚
誼
、
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

 

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

編集だより

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
、
12

月
3
日（
水
）。
中
央
体
育
館
で
は「
第

5
回
中
央
区
高
齢
者
ダ
ー
ツ
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
１
１
５
名
は
、
カ
ウ
ン
ト
・

ア
ッ
プ
と
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ハ
ッ
ト
の
2

種
目
で
上
位
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
会

を
重
ね
る
ご
と
に
性
別
や
年
齢
に
関
係

な
く
楽
し
め
る
と
し
て
人
気
急
上
昇
中

の
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
。
認
知
症
予
防
に
も

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

挑
戦
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

第5回
中央区高齢者ダーツ大会

体
験
す
る
と
ハ
マ
る

 

ダ
ー
ツ
の
魅
力
！

◆認知症予防
得点は暗算で計算するため脳
トレになり認知症予防になる

◆気軽に楽しめる
天候に左右されず、誰でも気
軽に楽しめるスポーツ

ダーツの魅力大 会 結 果
Ａコート

優　勝 宮脇 　美恵 福　浜

準優勝 田久世 勝子 小　笹

第３位 大谷 マキ子 警　固

Ｂコート

優　勝 野村 　明男 舞　鶴

準優勝 上野 　司　 大　名

第３位 橋本 　昭男 小　笹

「
漢
字
の
足
し
算
」
の
答
え　

①
梅
雨 

②
友
達 

③
会
話 

④
神
社 

⑤
睡
眠 

⑥
好
調 

⑦
森
林 

⑧
注
意 

⑨
料
理 

⑩
協
力

ダーツの魅力

115名ダーツに夢
中ダーツダーツ

刺激的！


